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【背景】

＃１ 2015年2月より在宅血液透析（以下HHD）開始し、2015年

12月までに4名のHHD患者を導入した。

＃２ 当院でのHHD緊急連絡対応は、臨床工学技士2名により

交代で行っている。

＃３ 当院の独自システムとして、HHD患者導入時に透析装置

へWEBカメラを設置し、モニタリング可能なシステム構

築を行った。



【目的】

• 当院におけるHHDでの、WEBカメラを用いた

モニタリングシステムの使用経験を報告する。



【対象】
• 2015年2月から2015年12月までにHHD導入した 患者4名

性別 年齢 血液透析導入 HHD導入 透析歴 原疾患 VA

A 男 59歳 2008年10月 2015年2月28日 7年2ヶ月 多発性嚢胞腎 留置カテーテル(右内頸静脈)

B 男 54歳 2012年3月 2015年7月2日 3年9ヶ月 糖尿病性腎症 留置カテーテル(右内頸静脈)

C 男 66歳 2009年7月 2015年10月3日 6年5ヶ月 慢性糸球体腎炎 留置カテーテル(右内頸静脈)

D 男 69歳 2013年12月 2015年12月4日 2年 糖尿病性腎症 留置カテーテル(右内頸静脈)



【方法】 WEBカメラの設置と使用方法

無料アプリ

どの端末からでも使用可能

1. 透析装置に設置（邪魔にならない所）

2. スマートフォンへアプリをダウンロード

3. インターネット環境を整え、スマカメと接続

4. 使用端末からアプリを使用し、QRコードから接続

設置手順



スマートフォン画面での参照方法

アプリケーションの
起動画面

患者選択後の個別画像 治療中のコンソール
モニター画像



【方法】

＃１ 2015年12月までのHHD緊急連絡回数は84件。

相談的内容（31件）と手技的内容（53件）の2項目に分類し、

スマカメを使用した回数と比較した。

＃２ 手技的内容でスマカメを使用した連絡内容の解析を行い、

モニタリングを行いながらの対応ではWEBカメラが

どの様に活用されたかを評価した。



【結果】
年月日 時間 電話先 患者名 大区分 小区分 内容 対応 担当者

スマカメ

有無

2015/7/5 23:00 携帯 B 手技的 手技ミス

治療開始時、V側ﾁｬﾝﾊﾞレベル低い事に気付
いた。

V側ﾁｬﾝﾊﾞレベル上昇修正方法を再指導。セッ
ティングも再指導。 スタッフ1 有

2015/7/23 20:40 携帯 B 手技的 手技ミス
静脈圧自動下限警報が鳴って、圧も低いよう
だとの報告

血流が上がっていなかったため、血流を規定
値まであげるよう指示 スタッフ2 有

2015/8/18 23:00 携帯 A 手技的 手技ミス
プライミングミス、回路内エアー混入、治療開始
前に気づく。

回路のみ交換して、再プライミングし、解決
スタッフ1 有

2015/8/21 13:30 携帯 B 相談的 物品トラブル
発注についての問い合わせ 左記について対応する

スタッフ2 無

2015/9/30 19:30 携帯 B 手技的 手技ミス
プライミング開始時、回路装着不具合警報出
現。

回路チェックしてもらい、警報解除し、再度プラ
イミング開始。解決 スタッフ1 有

2015/10/3 18:20 携帯 C 手技的 その他
初回治療終了したが、回路内排液が出てきま
せん。

設定ミスがあり、TELにて破棄のやり方説明
し、明日設定に伺う事を説明 スタッフ1 有

2015/10/3 18:46 携帯 C 手技的 監視システム
支援システムのアプリがどこにあるかわからな
い。

スマカメで監視しながら説明
スタッフ1 有

•手技的
•相談的

•装置警報
•装置トラブル
•手技ミス
•穿刺、接続トラブル
•体調不良
•監視システム
•その他



【結果】

31件

53件

電話対応回数 84件中

相談的内容 31件

手技的内容 53件

スマカメを使用した件数は53件であり

手技的内容で全件使用していた。



★スマカメがなければ出張訪問が必要であった4件の事例★

1. HHD初回時に血液回路内排液設定が行われておらず、患者から

連絡があり患者自身で設定変更を行って頂いた。

2. 医師から抗凝固剤の持続投与量変更指示がありスタッフがナ

ビゲートする事で、患者自身で設定変更を行って頂いた。

3. 在宅血液透析支援システム（日機装社製）のタブレット端末の操

作方法をWEBカメラで画面を共有し指導を行った。

4. 留置カテ出口部の発赤と思われる部位を患者が心配したため

WEBカメラにて確認したもの。



患者4名のＨＨＤ導入月から6ヶ月まで
の月別電話連絡件数
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1～2ヶ月で電話連絡件数は安定している



【考察】

利点

#1 視覚的に誘導が行える

#2  コンソール画面以外の事象

に視覚的対応可能

#3  透析条件変更を患者自身で

変更可能

#4  患者とスタッフ双方で不安

軽減

#5  時間帯を問わず視聴可能な

ため、迅速に対応出来る。

欠点

#1  患者宅にインターネット環境

が必要

#2  利用にコストが発生する

#3  現在のスマカメは血液回路を

含めた全体把握が一度に

困難



【結論】

• HHDにWEBカメラモニタリングシステムを導入した事

で、緊急連絡対応の一部に出張を必要とせずに画

像を確認のみで迅速に対応出来、安全管理上より

有用である事が確認できた。
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